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４月 第１回幼保こ小連絡協議会 

６月 第１回幼保こ小校区連絡会 

8月 幼保こ小夏期研修会 

1月 第２回幼保こ小連絡会 

就学前施設見学 

（のばたけ保育園） 

2月 新一年生体験交流会 

3月 園訪問、引継ぎ 

野畑・北緑丘小学校 校区 

「乳児期からの多様な経験や思いを伝えあう仲間づくり」 

～遊びや学びをとおして認めあう～ 

今年度子どもたちの現状を交流し合う中で、自分の気持ちを相手に伝えること

が難しいという課題が見えてきた。そこで校区のテーマを「思いを伝えあう仲

間づくり」とした。この一年間、各園校でテーマを意識して活動を考え、取り

組みを行うとともに、年間を通して連携を深めていくことをめざしてきた。 

・誰が発表しているのかを明確にするため、マイクを使って発表することで注目して聞くことができるようになった。 

・話し合いの内容を紙にまとめるなど可視化することで考える力と友達の意見を聴く力が育ってきた。 

・「話し合いの時間」と「紹介タイムの時間」を活用して、友達の違いを知り、互いの良さに気づき認め合う経験を積み重ねた。

自分たちで決める機会を持つことで、思いを伝え合う仲間づくりへとつながった。 

・外国籍の子どもが年々増えてきている。集団生活になじめない場面が多く見られ、「どうしたら一緒に頑張れるか？」子ども

たちと一緒に考え話し合う時間を大切にしている。 

・グループ活動や他学年との交流等を通して、自然に「ありがとう」の気持ちを伝えることができた。行事等を通してお互い

伝え合う関係ができてきており、成長につながっている。 

・「見て学ぶ」、「試して学ぶ」、「教えて学ぶ」と成長段階に応じて学ぶことで、自然と助け合う関係ができるようになってきた。 

・遊びの中で生まれた疑問をみんなで考える機会を持ち、話し合いの中で生まれる共感を大切にすることで認めあう関係が 

育ってきた。 

・「気持ちカード」を活用することで、喜怒哀楽さまざまな気持ちをお互いが理解できるようになった。自分の気持ちを表現し 

にくい子には 2択で表現しやすい工夫をした。何かあれば、助け合う関係ができるようになっている。 

   

どの取り組みも遊びや学びを通して、「思いを伝えあう」場を、時間をかけて、子どもの状況に応じてていねいに指導をされ 

ていました。今後も情報共有を図りながらお互いの良いところを取り入れていきたいです。 

1年間を通しての成果と課題 


